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～において・における



～において・における
接續「場所、時期、領域、狀況」等名詞之後，表示發生某事的背
景，「～において・～における」相等於「～で・～での」的書面
用法。

N2文法

【名詞】＋において 
【名詞】＋における＋【名詞】

【備註】 
・「～において」可根據不同情況加上「は・も・の」等助詞。 
・「～において・～における」不適用於口語，正式場合除外。 
・「～において・～における」也可寫成漢字「に於いて・に於け
る」，但漢字通常不會寫出來，只方便我們理解。

お お



• 1988年、この競技場において世界卓球大会が開催された。 

（1988年，在這個競技場上舉辦了世界乒乓球⼤賽。）�
• 当時において、海外旅行なんて夢のように叶いにくかった。 
（當時，到國外旅⾏什麼的就像夢想般難以實現。）�

• 病院における携帯電話の使用はご遠慮ください。 

（請不要在醫院內使⽤⼿提電話。）�
• 英語においては、クラスの中で彼より優れる者はいない。 
（在英語這⽅⾯，全班之中沒有⼈⽐他更傑出了。）�

• 日本社会における階級意識は高くて要注意です。 

（⽇本社會上的階級意識很⾼，要特別注意⼀下。）�
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